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®

マルチスポーツアルティメータ
Model AT-110

取扱説明書

はじめに
このたびはCATEYE AT110をお買上げいただき、ありがとう
ございます。本器はスキーや登山を始め、ハングライダー、パ

ラセール、スカイサーフィン、熱気球等高さの情報を必要とするスポーツを対象として作られた高度
計です。圧力センサーで気圧の変化を検出して高度を計測し、最大分解能として1mの正確な計測
値を提供します。ハイキングモード／スキーモード／フライモードの3つのユーザーモードを持ちそ
れぞれのスポーツに最適のデータを得ることができます。また夜間のデータ確認で威力を発揮す
るEL（電界発光）によるバックライトを搭載し、次のような特長を持ちます。
・温度補正機能により1mの分解能で高度を計測し、気圧が一定の状態では非常に正確な

データが得られる高度計測機器です。
・ハイキング／スキー／フライの3つのユーザーモードにより、そのスポーツに最適の使い方
が選択できます。

・フライモードでは音と表示によるアラーム機能があり、直感的に上昇／下降が認識できます。
・ラージウインドの海抜高度（標高）と同時に時刻／気温／ストップウォッチ／昇降速度／高
度差等のサブデータをスモールウインドに表示します。

・ログブック（航海日誌）データとして最高海抜／最低海抜／累積上昇高度／累積下降高度
等をラージウインドに表示します。

・ログブックデータは電池交換時も記憶を保持し、継続して計測を行います。
・温度単位、距離単位の選択が可能です。
・ EL（電界発光）により、ディスプレー自身が発光し暗闇でもデータ確認が容易です。
・ブザーによるボタン操作音で操作の確認が容易に行えます。
使用の前にこの説明書を最後まで良くお読みいただき、本器の機能を十分ご理解の上、末永く

ご愛用ください。またこの説明書は後々お役に立ちますので保証書と共に大切に保管願います。

目次
正しくお使いいただくために（必ずお読みください）---------------- 16
各部の名称 --------------------------------------------------------------- 16
セットアップ
1. 電池の入れ方 -------------------------------------------------- 17
2. 計測単位の設定 ----------------------------------------------- 17
3. 時刻のセット ---------------------------------------------------- 17
4. 装着ベルトとの着脱 ------------------------------------------- 17

高度計の使い方
1. ユーザーモード／ファンクションとボタンの働き--------- 18
2. ハイキングモード ---------------------------------------------- 20
3. スキーモード ---------------------------------------------------- 22
4. フライモード ---------------------------------------------------- 24
5. 海抜高度（標高）の補正 -------------------------------------- 26

高度計測の基礎知識 --------------------------------------------------- 26
トラブルと処理------------------------------------------------------------ 27
日常の手入れ ------------------------------------------------------------ 27
交換部品／オプション部品 -------------------------------------------- 27
製品仕様 ------------------------------------------------------------------ 28
保証規定 ------------------------------------------------------------------ 28
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正しくご使用いただくために（必ずお読みください）
本器を安全に、末永くお使いいただくために次の点を守ってご使用ください。

・ 本器による高度計測値はあくまでも目安としてお使いいただくもので、専門的な
計測器としては使用しないでください。

・ 使用中はデータに気を取られないで周りの状況を良く判断してください。
・ 使用後の電池は幼児の手の届かないところに置き、正しく処理してください。万
一飲み込んだ時はすぐに医者と相談してください。　

・ 使用目的に最も適したユーザーモードでお使いください。

・ 高度計使用の際には高度計測の元となる気圧の変動（天候の変化）に留意して
ください。また安定した天候でも早朝から夕方にかけ３０～40メートル程度の変化
があることを念頭においてください。

・ メインユニットは分解しないでください。復元できません。
・ メインユニットには繊細な部品が内蔵されています。通常の使用状態以外の過
激な衝撃は故障につながります。また故意に水圧をかけることも禁物です。

・ メインユニットは雨中使用に耐えるよう完全防水ですが、水中で使用するように
は設計されていません。

・ 炎天下の放置は避けてください。
・ 温度センサーはメインユニット内にありますので、直射日光でメインユニットが加
熱された場合等は正しい気温を表示しません。

・ 正確な測定のため海抜高度の補正は使用のたびに行なってください。
・ 室内から戸外へ出たときなど一時的に高度表示が変化することがありますが、温
度変化によるもので故障ではありません。しばらくすると正しい値に戻ります。

・ まれに静電気等により、計測データが異常な値を示すことがあります。
・ 飛行機内は圧力調整されていますので正しい高度計測はできません。
・ センサーキャップが汗や泥等で詰ると、高度計測ができなくなります。日常の手
入れに従い掃除してください。

・ 本体や附属品が泥等で汚れたときは水で軽く洗い流したり、薄い中性洗剤で湿
らせた柔らかい布で拭いたあと、空拭きします。シンナー、ベンジン、アルコール
等は表面を傷めますので使わないでください。

警 告

注 意

各部の名称

A ディスプレー
1 ラージウインド
2 スモールウインド
3 上昇アイコン
4 下降アイコン
5 計測単位
ファンクションアイコン

6 ユーザーモードアイコン

B エスエス（S/S）ボタン
C モード（MODE）ボタン
D ライト（LIGHT）ボタン
E セット（SET）ボタン
F ACボタン
G バッテリーカバー
H センサーキャップ/フィルター
I 付属品：　装着ベルト

53 61

4 2 5
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セットアップ
1.電池を入れます
1. メインユニット裏面のバッテリーカバーをコイン等で外します。
2. リチウム電池（CR2032)を１個使用します。図のように＋側が見え
るように入れ、バッテリーカバーをしっかり締めます。

3. メインユニット裏面の ボタンをボールペンの先等で押します。

＊ 電池の寿命がきたら同様の手順で交換してください。
参考電池寿命：　約４カ月　（１日１時間使用した場合の目安で、
各機能の使用頻度によって異なります。）

ボタンを押すと表示が消えたり、頻繁に海抜高度が異常な
値を示す場合は電池の寿命です。早めに交換してください。
取り出した電池は幼児の手の届かないところに置き、正しく処理

してください。万一飲み込んだ時はすぐに医者と相談してください。

2.計測単位を設定します
ボタンを押すとディスプレーは一旦全点灯し、（図）のように"m"と"｡

C"が点滅します。 ボタンは温度単位"｡C"（摂氏）と"｡F"（華氏）を切
り替えます。 ボタンは高度単位"m"（メートル）と"ft"（フィート）を切り

替えます。希望の計測単位を点灯させて、 ボタンを押すとその単位
が設定されます。

温度単位"｡C"（摂氏）を選択すると時刻は24時間表示となりま
す。"｡F"（華氏）を選択すると12時間表示となります。

3.時刻をセットします
計測単位の設定が終わると時刻の設定画面になります。 ボタンは
数値を進めます。押し続けると早送りします。 ボタンは「時」と「分」を
切り替えます。2つのボタンを操作して現在時刻の1分先の「分」を表
示させます。表示した時刻の時報に合わせて ボタンを押します。正

確な時刻のセットが完了しハイキングモードのメインファンクションに
なります。

4.装着ベルトとの着脱
ベルトリングに上からメインユニットを押しつけると装着できます。また
90度向きを変えて装着することもできます。外すときは右または左にメ
インユニットをひねってください。

5.身体への装着
装着ベルトはロングベルト（オプション）を使用することで腕だけでな
く脚にも装着することができます。

1. 装着する部分に合わせてベルトの長さをおおまかに調整します。
（多少長めにしておきます）

2. バックルのレバーを起こしてから装着部分にベルトを巻き付けバッ
クルをベルトリングに引っ掛けます。

3. ベルト先端を引っ張って締めつけ、バックルのレバーを倒します。
4. ベルト先端をベルト止めに通して完了です。

5. 外すときはバックルのレバーを起こしベルトリングから外します。
バックルはレバーが倒れたままでは着脱できません。

F

閉まる

開く

E

B

C

高度単位

温度単位

分

時

ひねる

1

2

3-1

3-2
4

レバー

バックル

ベルト先端

はめる

ベルトリング

ベルト止め

ベルトリング

CR2032
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高度計の使い方
1.ユーザーモード／ファンクションとボタンの働き

ご使用の前に
始めに表示される海抜高度が現在位置の海抜高度と違うことが
あります。この項目の説明をお読みになったあと、26ページの「海
抜高度の補正」に従い、海抜高度補正を行ってください。

ユーザーモード
本器はハイキング／スキー／フライの3つのユーザーモードを持ちま
す。モードによって計測できるデータや解像度が異なります。使用目的
がどのユーザーモードに適しているかを判断し、そのモードを選択しま
す。使用途中にユーザーモードを変更することもできます。詳細につい
ては各ユーザーモードの説明を参照してください。

ハイキングモード： 登山、山歩き等や一般的な使用時
スキーモード： スキー、スノーボード、マウンテンバイク等ゲレン

デで行うスポーツで使用するとき
フライモード： ハングライダー、パラグライダー、スカイサーフィ

ン、熱気球等のスカイスポーツで使用するとき

●ユーザーモードの切り替え
ボタンを押し続けるとユーザーモードが切り替えられます。ハイキン

グモードHIKE→スキーモードSKI→フライモードFLYの順に切り替わ
りそのアイコンが表示されます。

ファンクション
各ユーザーモードとも以下に説明するメイン／サブ／ログブックの3
つのファンクション群で構成されます。
●メインファンクション

各ユーザーモードにおいて基本となる画面で、海抜高度と時刻を表示

します。サブデータとログブックデータを切り替える際、一旦このファン
クションに戻ってから次のステップを踏みます。

●サブファンクション

気温やストップウォッチなどの現在状況を見るファンクションです。
データはスモールウインドに表示され、 ボタンを押すことで次のサ
ブデータに移動できます。アイコンでそのデータが何なのかを知るこ
とができます。ラージウインドには常に海抜高度が表示されます。どの

サブデータのときも ボタンを押すと瞬時にメインファンクションに
戻せます。

サブファンクション�

ログブックファンクション�

B ボタン�

C ボタン�

B

C

メイン�
ファンクション�

気温�

ストップウォッチ�

昇降速度�

高度差�

最高海抜�

最低海抜�

累積上昇高度�

累積下降高度�

海抜高度/時刻�

気温�
ストップ�
ウォッチ�

昇降速度� 高度差�

上昇を示す� 下降を示す�

海抜高度�

時刻とアイコン�

押し続ける

E

HIKE SKI FLY
ハイキングモード� スキーモード� フライモード�

E E

E
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●ログブックファンクション

最高海抜や累積高度などの記録として残ったデータを見るファンク

ションです。データはラージウインドに表示され、 ボタンを押すこと
で次のログブックデータに移動できます。スモールウインドにはその
データ名が表示されます。どのログブックデータのときも ボタンを押
すと瞬時にメインファンクションに戻せます。

ストップウォッチの作動／停止
サブファンクションのストップウォッチを表示した状態で ボタンを押
すと、作動または停止します。ゼロ復帰は下記データのリセットの方法
（ と ボタンの同時押し）で行います。

作動中はストップウォッチアイコンが点滅します。

データのリセット
リセットしたいデータを表示して と ボタンを同時に押します。計測

データが0に戻ります。ストップウォッチは作動中の場合、リセット後す
ぐにカウントアップを開始します。

メインファンクションでこの操作を行うと海抜高度の補正値が
リセットされてしまいます。→「海抜高度の補正」26ページ参照
最高海抜、最低海抜の場合、一旦最低値または最高値を表示

して現在の海抜高度になります。

ライトボタン（LIGHT ）
このボタンを押すとディスプレー自身が約２秒間発光します。

セットボタン（SET ）
・ ユーザーモードの切り替えを行います。
・ ストップウォッチの計測を作動／停止します。

・ 海抜高度の補正や、計測単位と時刻を確定します。

ACボタン（裏面 ）
メインユニットのプログラムを始めからやり直すボタンです。電池を入
れたときと使用途中で異常表示になった時に押します。画面は全点灯
後、計測単位が点灯します。「セットアップ」に従い計測単位と時刻の
再設定をしてください。

◎記憶の保持
各ユーザーモードのログブックファンクションのデータは電池交換や
ボタンを押してもEE-PROMに保持され、リセット操作をしないかぎ

り継続されます。EE-PROMに記憶するタイミングは時刻が00:00を計
測した時点で、1日に1回あるいは2回行います。

◎節電モード
5分間ボタン操作がない場合、自動的に節電モードになります。

ボタンのどれかを1秒以上押し続けると復帰します。なお4
メートル以上の高度変化が起こると2分以内に自動復帰します。
節電モード時 ---- 高度／温度のデータを２分毎に更新
通常モード時 ---- 高度：毎秒／温度：２０秒毎にデータ更新

F

E D

B

C

E

B

C

E

B

C

最高海抜� 最低海抜� 累積上昇高度� 累積下降高度�

※図はハイキングモードの場合です。�
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H
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E

ショートカットキー
ログブックデータのときは
ボタンで、サブデータの

ときは ボタンでメイン
ファンクションに戻ります。
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2.ハイキングモード
登山、山歩き、クロスカントリー等のスポーツを対象としたモードです。
一般的なフィールドで使用できるユーザーモードで、図のようなサブファンクションとログブックファ
ンクションを持ちます。

ハイキングモードの特徴
● ハイキングなどの一般的な使用に最も適します。

● 比較的緩やかな高度変化に対応します。

計測データ

メインファンクション
海抜高度 現在位置の海抜高度（標高）を1メートル単位でラージウインドに表示します。サ

ブファンクションの時も常にラージウインドに表示されます。フィートの場合は5
フィート単位になります。

時刻 現在時刻をスモールウインドに表示します。温度単位で摂氏｡Cを選択したとき
は24時間表示、華氏｡Fを選択したときは12時間表示になります。

サブファンクション（ラージウインドは常に海抜高度を表示）
気温 現在の気温を20秒ごとに計測し、1度単位でスモールウインドに表示します。
ストップウォッチ 作動開始から現時点までの経過時間を10分までは分：秒で、10分を越えると

時：分で表示します。計測最大時間は時刻と同様になります。
昇降速度 登り下りするスピードを平均化して計測し、上昇／下降アイコンと共に1秒当り

何メートル（フィート）上下したかでスモールウインドに表示します。最小単位は
0.1m/s [0.3ft/s]で比較的ゆっくりした高度変化に対応します。

高度差 現地点までの高度の差を上昇／下降アイコンと共にスモールウインドに表示
します。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。

ログブックファンクション
最高海抜 現地点までで最大の海抜高度をラージウインドに、最高海抜を示すAhiをスモー

ルウインドに表示します。
最低海抜 現地点までで最低の海抜高度をラージウインドに、最低海抜を示すALoをス

モールウインドに表示します。
累積上昇高度 登った高さだけを累積し上昇アイコンと共にラージウインドに表示します。降下

分は計算されません。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。スモール
ウインドには累積登坂高度を示すASCが表示されます。

累積下降高度 下った高さだけを累積し下降アイコンと共にラージウインドに表示します。上昇
分は計算されません。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。スモール
ウインドには累積下降高度を示すdSCが表示されます。
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ユーザーモード切り替え�
�

同時押し�

押し続ける�

S
K

I

ショートカットキー
ログブックデータのときは
ボタンで、サブデータのとき
は ボタンでメインファン
クションに戻ります。
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3.スキーモード
スキー、スノーボード等ゲレンデで行うスポーツに対応したモードです。
滑降回数がカウントできるファンクションを持ったユーザーモードで、図のようなサブファンクショ
ンとログブックファンクションを持ちます。

スキーモードの特徴
● ゲレンデの様に同じ所を繰り返し往復する場合の滑降回数がカウントできます。

● 比較的緩やかな高度変化に対応します。

計測データ

メインファンクション
海抜高度 現在位置の海抜高度（標高）を1メートル単位でラージウインドに表示します。サ

ブファンクションの時も常にラージウインドに表示されます。フィートの場合は5
フィート単位になります。

時刻 現在時刻をスモールウインドに表示します。温度単位で摂氏｡Cを選択したとき
は24時間表示、華氏｡Fを選択したときは12時間表示になります。

サブファンクション（ラージウインドは常に海抜高度を表示）
気温 現在の気温を20秒ごとに計測し、1度単位でスモールウインドに表示します。
ストップウォッチ 作動開始から現時点までの経過時間を10分までは分：秒で、10分を越えると

時：分で表示します。計測最大時間は時刻と同様になります。
昇降速度 滑降や登坂するスピードを平均化して計測し、上昇／下降アイコンと共に1秒当

り何メートル（フィート）上下したかでスモールウインドに表示します。最小単位は
0.1m/s [0.3ft/s]で比較的ゆっくりした高度変化に対応します。

高度差 現地点までの高度の差を上昇／下降アイコンと共にスモールウインドに表示
します。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。

ログブックファンクション
最高海抜 現地点までで最大の海抜高度をラージウインドに、最高海抜を示すAhiをスモー

ルウインドに表示します。
最低海抜 現地点までで最低の海抜高度をラージウインドに、最低海抜を示すALoをス

モールウインドに表示します。
累積下降高度 滑走した高さだけを累積し下降アイコンと共にラージウインドに表示します。上

昇分は計算されません。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。スモー
ルウインドには累積下降高度を示すdSCが表示されます。

滑降回数 高度の変化から滑走回数を検出しラージウインドに表示します。スモールウイン
ドには滑走回数を示すrunが表示されます。20秒間に10メートル以上降下した

ときにカウントされます。次のカウントはリフトなどによる、20秒間に10メートル以
上の上昇を計測してから、再度下降があったときに行われます。このため歩行に
より登坂を行ったときや緩やかな滑降の時は、カウントされないことがあります。
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海抜高度�
時刻�
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ファンクション�
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最低海抜�

累積上昇高度�

累積下降高度�

気温�

ストップウォッチ�

バリオ�

高度差�

海抜高度補正�

作動�
／�
停止�
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E

表示データのリセット�
�サブ／ログブックファンクションの時�

ユーザーモード切り替え�
�

同時押し�

押し続ける�

F
L
Y

ショートカットキー
ログブックデータのときは
ボタンで、サブデータのとき
は ボタンでメインファンク
ションに戻ります。
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計測データ

メインファンクション
海抜高度 現在位置の海抜高度（標高）を1 メートル単位でラージウインドに表示します。

上昇中か下降中かを上昇／下降アイコンが点灯して知らせます。高度変化が
ないときは両アイコンが点灯します。サブファンクションの時も常にラージウイ
ンドに表示されます。フィートの場合は5 フィート単位になります。

時刻 現在時刻をスモールウインドに表示します。温度単位で摂氏｡Cを選択したとき
は24時間表示、華氏｡Fを選択したときは12時間表示になります。

サブファンクション（ラージウインドは常に海抜高度を表示）
気温 現在の気温を20秒ごとに計測し、1度単位でスモールウインドに表示します。
ストップウォッチ 作動開始から現時点までの経過時間を10分までは分：秒で、10分を越えると

時：分で表示します。計測最大時間は時刻と同様になります。
バリオ 上昇下降するスピードをダイレクトに計測し1秒当り何メートル（フィート）かでス

モールウインドに表示します。最小単位は0.5m/s [1.6ft/s]で上昇気流を的確に
捉えることができます。

高度差 現地点までの高度の差をスモールウインドに表示します。x10が点灯し、表示数
値の10倍の値となります。

フライモードの高度差で表示される上昇／下降アイコンは、他のユー
ザーモードとは違いアラームになります。

ログブックファンクション
最高海抜 現時点までで最大の海抜高度をラージウインドに、最高海抜を示すAhiをスモー

ルウインドに表示します。
最低海抜 現時点までで最低の海抜高度をラージウインドに、最低海抜を示すALoをス

モールウインドに表示します。

累積上昇高度 上昇した高度を累積し上昇アイコンと共にラージウインドに表示します。下降分
は計算されません。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。スモールウ
インドには累積上昇高度を示すASCが表示されます。

累積下降高度 下降した高度を累積し下降アイコンと共にラージウインドに表示します。上昇分
は計算されません。x10が点灯し、表示数値の10倍の値となります。スモールウ
インドには累積下降高度を示すdSCが表示されます。

4.フライモード
ハングライダー、パラグライダー、スカイサーフィン、熱気球等の空中で行うスポーツに対応したモー
ドです。
上昇気流を素早く察知できるバリオを備えたユーザーモードで、図のようなサブファンクションとログ
ブックファンクションを持ちます。

フライモードの特徴
● メイン／サブファンクションの時、アラーム音で表示を見ることなく耳で上昇を判断できます。
● メイン／サブファンクションでは常に上昇／下降アイコンが点灯し、昇降が数値でなく感
覚で判別できます。

● 地上では起こりえない急激な高度変化を敏感に計測します。

アラーム機能（メイン／サブファンクションの時）

とピッチ音 ---------- +0.25m/s [1 ft/s]以上の上昇時

----------------------- –0.25m/s [1 ft/s]以上の下降時

----------------------- ±0.25m/s [1 ft/s]の範囲内
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5.海抜高度（標高）の補正
大気圧は常に変化しています。本器は気圧から高度を算出しますの
で、正確なデータを求める場合は使用の前に海抜高度の補正が必要
になります。使用の度に、三角点等信頼のおける（海抜の確認ができ
る）地点での、海抜高度の補正をお薦めします。

自分の家や近くの公共施設などの海抜高度を知っておくと補
正に役立ちます。

○海抜高度（標高）補正の仕方
または ボタンを操作してメインファンクションを表示します。

ボタンを押すと数値が点滅し海抜高度補正モードになります。 ボタ
ンを押すと点滅数値が－し、 ボタンを押すと＋します。ボタンを押し

続けると早送りします。その地点の海抜高度に数字を合わせて、 ボ
タンを押すと補正が完了します。

○海抜高度（標高）補正のリセット
メインファンクションで、 ／ ボタンを同時に押すと、海抜高度補
正値をゼロに戻し、初期設定の国際標準大気(ISO 2533)の値に戻し

ます。

高度計測の基礎知識
1.本器の高度計測機能とは
本器は圧力センサーを内蔵し、大気圧を測定して高度を計測します。
国際民間航空機構（ICAO）が定める国際標準大気を元に作られた、
ISO 2533 (Standard atmosphere)の高度と気圧の関係を使って高

度を推定します。通常圧力センサーは温度により大きな誤差を生じま
すが、本器では20秒ごとに温度補正を加え分解能1mの計測を実現し
ています。また海抜高度（標高）／気温／時間の計測だけでなく高度
計測が必要なあらゆるスポーツに対応するためハイキング、スキー、フ
ライの3つのユーザーモードを備えており、それぞれのスポーツに最適
な高度に関する情報を得ることができます。

室内から戸外へ出たときなどに、一時的に高度表示が変化す
る場合があります。これは温度変化によるもので故障ではありませ
ん。しばらくすると正しい値に戻ります。

2.高度と気圧の関係
海抜高度が高くなるに従い、気圧は低くなります。海抜高度が500m以
下の所では100mにつき約12hPaづつ変化します。

3.天候と高度に関するミニ知識
快晴で天気のよい状態から、雨・曇りなどの天気の悪い状態に変わった
ときの気圧の変化は、高度で言うと約100mの上昇に相当します。雷雨が
来た際などはもっと大きな変化に相当します。また、たとえ天候がずっと
快晴で安定していても、日の出から日没にかけての空気温度の変化に
より約30mの高度変化に相当する気圧の変化が起こります。

E

B

C

高度と気圧の関係　
海抜高度 気圧 海抜高度 気圧 海抜高度 気圧
4500 m 577 hPa 1000 m 899 hPa 300 m 978 hPa
4000 m 616 hPa 900 m 910 hPa 200 m 989 hPa
3500 m 658 hPa 800 m 921 hPa 100 m 1001 hPa
3000 m 701 hPa 700 m 932 hPa 0 m 1013 hPa
2500 m 749 hPa 600 m 943 hPa －100 m 1025 hPa
2000 m 795 hPa 500 m 955 hPa －200 m 1038 hPa
1500 m 845 hPa 400 m 966 hPa －300 m 1050 hPa

2000M

1000M

0M
海抜高度�

795hPa

899hPa

1013hPa
気圧�

B

C

－

＋
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トラブルと処理
● つぎの場合は故障ではありません。修理を依頼する前にチェック

しましょう。
トラブル／チェック項目／対策
ボタンを押しても表示が替わらない。
節電モードが働いていませんか？
1秒以上 または ボタンを押し、節電モードを解除してくだ
さい。

全く表示がでない。　または ボタンを押すと表示が消える。
電池が消耗あるいは消耗しかけていませんか？
新しい電池(CR2032)と交換します。（交換後は必ず ボタンを
押し、計測単位と時刻を再設定します）

異常な表示がでる。
静電気により異常な表示がでることがあります。
ボタンを押し、計測単位と時刻を再設定します。

高度が変化しない。
センサーキャップに物が詰まっていませんか？
日常の手入れに従いセンサーキャップを掃除します。（症状が改
善しないときは ボタンを押し、計測単位と時刻を再設定します）

海抜高度（標高）の表示がおかしい。
海抜高度の補正を行なっていますか？
海抜高度は大気圧の変化により誤差を生じます。使用前に補正
を行なってください。

液晶表示面が黒ずみ正しい表示以外の部分が見える。
直射日光下に長時間放置していませんか？
日陰にはいれば元に戻ります。データに影響はありません。

表示の動きが鈍くなる。
低温（0℃以下）になっていませんか？
温度が上がれば元に戻ります。データに影響はありません。

日常の手入れ
センサーキャップが汗や泥等で塞がると高度計測ができなくなります。
使用後は点検し、次の手順で手入れしてください。
1. センサーキャップを反時計回りにドライバーで回転させ外します。

2. 内部からフィルターを注意して取り出し、センサーキャップと共に水
で洗浄します。

3. 元通りフィルターをはめ、センサーキャップを締めます。
フィルターの下には高度センサーがあります。ピンなどを差し入

れないでください。

交換部品／オプション部品
次の部品を別途販売しています。ご利用ください。

#166-5150 リチウム電池(CR2032)
#169-9880 センサーキャップ／フィルター
#239-9990/239-9991 装着ベルト／ロングベルト

フィルター

開く
閉まる

センサーキャップ

E D

B

C

F

#166-5150 #169-9880 #239-9990/239-9991
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製品仕様
ファンクション アイコン 範囲 最大分解能

メインファンクション
海抜高度（ラージ） －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
時刻（スモール） 0:00'- 11:59' or 23:59' 1'

サブファンクション
気温 ｡C[｡F] －5 - 55｡C[23 - 131｡F] 1｡C[1｡F]
ストップウォッチ 00'00" - 9'59"/00:10' - 23:59'[11:59'] 1"/1'
昇降速度 /S 0 - ±200m/s[±299ft/s] ±0.1m/s[±0.3ft/s]
高度差 x 10 0 - ±2999 x10m[ft] ±1 x10m[ft]

ログブックファンクション
最高海抜 Ahi －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
最低海抜 ALo －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
累積上昇高度 ASC(x10) 0 - 29999 x10m[ft] 1 x10m[ft]
累積下降高度 dSC(x10) 0 - －29999 x10m[ft] －1 x10m[ft]

メインファンクション
海抜高度（ラージ） －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
時刻（スモール） 0:00'- 11:59' or 23:59' 1'

サブファンクション
気温 ｡C[｡F] －5 - 55｡C[23 - 131｡F] 1｡C[1｡F]
ストップウォッチ 00'00" - 9'59"/00:10' - 23:59'[11:59'] 1"/1'
昇降速度 /S 0 - ±200m/s[±299ft/s] ±0.1m/s[±0.3ft/s]
高度差 x 10 0 - ±2999 x10m[ft] ±1 x10m[ft]

ログブックファンクション
最高海抜 Ahi －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
最低海抜 ALo －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
累積下降高度 dSC(x10) 0 - －29999 x10m[ft] －1 x10m[ft]
滑降回数 run 0 - 255 1

メインファンクション
海抜高度（ラージ） －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
時刻（スモール） 0:00'- 11:59' or 23:59' 1'

サブファンクション
気温 ｡C[｡F] －5 - 55｡C[23 - 131｡F] 1｡C[1｡F]
ストップウォッチ 00'00" - 9'59"/00:10' - 23:59'[11:59'] 1"/1'
バリオ（昇降速度） /S 0 - ±200m/s[±299ft/s] ±0.5m/s[±1.6ft/s]
高度差 x 10 0 - ±2999 x10m[ft] ±1 x10m[ft]

ログブックファンクション
最高海抜 Ahi －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
最低海抜 ALo －380 - +5870m[－1200 - +19200ft] ±1m[±5ft]
累積上昇高度 ASC(x10) 0 - 29999 x10m[ft] 1 x10m[ft]
累積下降高度 dSC(x10) 0 - －29999 x10m[ft] －1 x10m[ft]

アラーム機能 とブザー音 +0.25m/s [+1 ft/s]以上の上昇時
–0.25m/s [–1 ft/s]以上の下降時
±0.25m/s [±1 ft/s]の範囲内にあるとき

制御方式 4ビットワンチップマイクロコンピュータ・水晶発振器
表示方式 液晶表示（エレクトロルミッセンスによるバックライト付き）
操作音 圧電ブザーによるボタン操作音
使用温度範囲 －5 - 55｡C [23｡F - 131｡F]
保存温度範囲 －20｡C - 55｡C [－4｡F - 131｡F]
電源／電池寿命 CR2032 x 1／約４カ月　（１日１時間の使用：各機能の使用頻度により異なる）
メインユニット寸法／重量 56 x 52 x 22.5 mm／41.5 グラム

＊仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。

ハ
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グ
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ー
ド

ス
キ
ー
モ
ー
ド

フ
ラ
イ
モ
ー
ド

（ログブックファンク
ション時は除く）

保証規定
1年保証 メインユニットのみ（電池の消耗は除く）
取扱説明書に記載の正常な使用状態で、万一故障した場合は無料修理・交換します。
保証サービスは当社にて直接行ないますので、保証書にお客様のお名前・ご住所・ご
購入日をご記入の上、故障状態を明記して、製品と共に当社宛てお送りください。当社
までお送りいただく際の諸費用はお客様にてご負担願います。電池の消耗や装着ベル
ト等の付属品は保証の対象とはなりません。修理・調整を完了次第、当社より郵送にて
お届けさせていただきます。本保証は製品に対して行うもので、製品使用に起因するい
かなる責も当社には存在しません。

［宛先］ 製品サービス課

〒546-0041  大阪市東住吉区桑津2-8-25
TEL: (06)6719-6863　　FAX: (06)6719-6033
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